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すまいる情報チャンネル 季節を暮らしのエッセンスに

第第
5252
回
組
合
員
代
表
者
集
会
開
催

回
組
合
員
代
表
者
集
会
開
催 農

業
に
関
わ
る
仕
事
を
探
し
て
い
る
方（
求

職
者
）
と
働
き
手
を
探
し
て
い
る
組
合
員
（
求

人
者
）
を
一
堂
に
会
し
て
行
う
合
同
面
接
会

を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
　
　
時

令
和
６
年
4
月
21
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
（
受
付
午
後
１
時
）

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

場
　
　
所

　

堀
金
公
民
館　

講
堂

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

農
業
企
画
課
（
☎
72
ー
２
９
３
３
）

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
無
料
職
業
紹
介
所

「
合
同
面
接
会
」開
催
の
お
知
ら
せ

春
到
来
！
農
機
の
ト
ラ
ブ
ル
、

　
　
　
　

い
つ
で
も
ど
う
ぞ
！

５
月
１
日
㈬
～
5
月
25
日
㈯

農
作
業
も
本
格
的
に
稼
働
す
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
農
業
機
械
セ
ン

タ
ー
で
は
、
春
の
農
繁
期
対
応
を
右

記
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

期
間
中
は
、
歩
行
2
条
田
植
機
の

レ
ン
タ
ル
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
の

で
お
気
軽
に
、
農
業
機
械
セ
ン
タ
ー

（
☎
73
ー
６
８
８
６
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

春
の
農
繁
期
対
応
の

お
知
ら
せ

　次世代を担う子どもたちに食と農の大切さを伝えるため、安曇野で作られた農作物を使った料理教室「あづみのキッチ
ン♪」を開催します。ご家族・お友達をお誘いの上、ご参加ください。おひとりでの参加も大歓迎です。お申込み、お待
ちしております。

★料理教室開催日程★　※都合により日程が変更になる場合がございます。ご了承ください。

4/20（土）　　おうちごはん（鶏団子と菜花の煮浸し他）

4/27（土）　　伝統食教室（やしょうま）

5/19（日）　　おうちごはん（エビとアボカドのカリフォルニアロール他）

募集人数  各教室　先着20名
開催場所  安曇野スイス村ハイジの里「食育ルーム」（安曇野市豊科南穂高5566-1）
持 ち 物  エプロン・三角巾（バンダナ）・ハンカチ（タオル）・上履き
申込方法  ＦＡＸまたはメールにてお申し込みください。ご連絡いただいた方に必要書類をお送りいたします。

【あづみのキッチン事務局】営農経済事業部販売開発課
TEL:0263（72）2933　FAX:0263（72）8551
e-mail：a-kitchen@azm.nn-ja.or.jp

※食物アレルギーのある方は、
　あらかじめご連絡ください。

新規栽培者募集
市場から求められている
『つるナシいんげん』『つるナシいんげん』を作りませんか？

《まもなく播種時期です》５月中旬～７月下旬まで
※令和6年度より出荷統一品種がキセラ→ピテナに変わります。

詳しくはお近くの各地域営農センターへお問い合わせください

新規栽培者でも取り組みやすい品目です

➡軽量で高収益、女性や定年帰農者の方々におすすめ

➡収穫以外の作業労力が他の品目に比べて少ない

小面積でも一定の収益が見込める

➡粗収益　およそ１２万円/１ａ当たり

他の品目と組み合わせた栽培もおすすめ	

種を播いてから６0日程度で収穫ができる

➡栽培地域・気象状況によって多少の違いがあります。
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第第
5252
回
組
合
員
代
表
者
集
会
開
催

回
組
合
員
代
表
者
集
会
開
催

ロ
ゴ
と
キ
ャッ
チ
コ
ピ
ー
お
披
露
目

ロ
ゴ
と
キ
ャッ
チ
コ
ピ
ー
お
披
露
目

　
当
Ｊ
Ａ
は
２
月
27
日
、
安
曇
野
市
の
安
曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
で
第
52
回
組
合
員

代
表
者
集
会
を
開
き
、
総
代
や
農
家
組
合
、
生
産
部
会
な
ど
の
代
表
者
約
４
２
０
人
が
出

席
し
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
事
業
の
実
行
方
策
に
つ
い
て
方
向
性
を
確
認
し
、
令
和
７
年
度

に
迎
え
る
創
立
60
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
披
露
し
ま
し
た
。

▲座長を務めた丸山よしみさん
▲安田大樹さん㊤と河崎義祐さん㊦を
表彰しました

1

▲披露したロゴマーク、キャッチコピーと、考案した樋口さん

大
地
と
食
と
人
を

　
　
　
つ
な
い
で
60
年

ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

は
、
組
合
員
公
募
で
令
和
５
年
６
月
か

ら
８
月
末
に
か
け
て
募
集
し
、
Ｊ
Ａ
役

職
員
や
組
合
員
で
構
成
す
る
60
周
年
実

行
委
員
会
で
選
出
し
ま
し
た
。
ロ
ゴ
マ

ー
ク
の
「
０
」
の
部
分
に
は
、
昭
和
55

年
９
月
に
制
定
し
た
「
あ
づ
み
農
協
章
」

を
一
体
化
さ
せ
、
協
同
組
合
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
虹
を
組
み
合
わ
せ
ま
し
た
。

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
「
大
地
と
食
と
人

を
つ
な
い
で
60
年
」。
安
曇
野
の
農
業

と
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
Ｊ
Ａ

の
役
割
を
わ
か
り
や
す
く
表
現
し
て
い

ま
す
。
両
作
品
と
も
に
農
家
兼
デ
ザ
イ

ナ
ー
樋
口
成
子
さ
ん
（
松
本
市
梓
川
）

の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
採
用
さ
れ
、
同
会
で

表
彰
し
ま
し
た
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
は
職
員
の
名
刺
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
等
で
使
用
し
、
令
和
７
年
度
ま

で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

樋
口
さ
ん
は
「
時
代
に
即
し
た
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
と
言
わ
れ
た
が
、
こ
れ
か

ら
も
そ
れ
が
続
く
Ｊ
Ａ
で
あ
っ
て
欲
し

い
。
農
業
者
が
生
産
を
続
け
て
い
け
る

よ
う
に
支
援
し
て
欲
し
い
」
と
期
待
を

込
め
ま
し
た
。

千
國
茂
組
合
長
は
「
令
和
６
年
度

は
３
ヵ
年
計
画
の
総
仕
上
げ
の
年
。
大

地
と
食
と
人
を
つ
な
い
で
60
年
に
込
め

ら
れ
た
想
い
を
次
代
に
繋
げ
る
た
め
農

業
・
組
織
・
経
営
基
盤
づ
く
り
の
３
運

動
を
進
め
る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
実
行
方
策
確
認

令
和
６
年
度

事
業
実
行
方
策

で
は
①
次
世
代

総
点
検
運
動
を

通
じ
た
地
域
農

業
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
②
直

売
所
出
荷
に
よ

る
農
業
所
得
増

大
③
農
家
の
生

産
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

肥
料
の
開
発
・
改
良
④
対
話
活
動
を
基

調
と
す
る
組
合
員
と
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ

プ
強
化
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
重
点
課
題

に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
組
織
活
動
の
指
導
者
と
し
て
、

顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
２
名
を
組
織
活

動
功
績
者
と
し
て
表
彰
。

安
田
大
樹
さ
ん
と
河
崎
義
祐
さ
ん
に

千
國
茂
組
合
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
讃

え
ま
し
た
。
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安全・安心！！  健康農作物づくり  
豊かな安曇野の大地が育てる安全・安心な自然の恵み。皆さんと一緒に元気な農業をお手伝い！

結
実
確
保
に
向
け
た
準
備
と

　
　  
生
育
に
合
わ
せ
た
適
期
作
業

い
よ
い
よ
芽
吹
き
を
迎
え
開
花
目
前
と

な
り
ま
し
た
。無
駄
な
花
を
咲
か
せ
ず
、必

要
な
花
で
貯
蔵
養
分
を
活
か
し
、作
業
効
率

の
良
い
摘
蕾
や
花
摘
み
作
業
を
行
い
ま
し
ょ

う
。今
後
も
生
育
状
況
を
良
く
確
認
し
、人

工
受
粉
等
の
適
期
を
逃
さ
な
い
よ
う
早
め

に
準
備
す
る
と
と
も
に
防
除
も
タ
イ
ミ
ン
グ

が
遅
れ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
下
さ
い
。

り
ん
ご

①
わ
い
化
樹
の
側
枝
の
誘
引
作
業

②
訪
花
昆
虫
、人
工
受
粉
の
準
備
と
実
施

③
花
摘
み
の
実
施

④
黒
星
病
、褐
斑
病
、ハ
マ
キ
ム
シ
類
等

の
適
期
防
除

⑤
耕
種
的
防
除
の
実
施

※
腐
ら
ん
病
の
発
病
は
４
、５
月
に
集
中

す
る
た
め
、こ
の
時
期
に
重
点
的
に
点

検
を
行
い
、発
病
樹
は
適
正
処
理
を

行
っ
て
下
さ
い
。

梨
①
棚
付
け
と
芽
す
ぐ
り
、芽
た
た
き
の
実
施

②
訪
花
昆
虫
、人
工
受
粉
の
準
備
と
実
施

③
黒
星
病
・
黒
斑
病
等
の
適
期
防
除

桃
①
摘
蕾
の
実
施

本
格
的
な
農
作
業
の
開
始
時
期
と
な

り
ま
す
。
圃
場
準
備
、
育
苗
管
理
が
始

ま
っ
て
き
ま
す
の
で
計
画
的
に
作
業
に

取
り
組
ん
で
下
さ
い
。

圃
場
準
備（
ト
マ
ト
、コ
ー
ン
共
通
）

堆
肥
は
早
め
に
散
布
し
、
土
と
な
じ

ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
元
肥
散
布
後

の
耕
起
は
、
土
が
細
か
く
な
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
土
目
が
粗
い
と
発
芽
や

根
張
り
が
悪
く
な
り
ま
す
。

マ
ル
チ
は
圃
場
に
水
分
が
あ
る
頃
を

見
計
ら
っ
て
張
り
、
定
植
予
定
の
１
週

間
前
に
は
完
成
さ
せ
て
地
温
の
確
保
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

ジ
ュ
ー
ス
用
ト
マ
ト
の
仮
植
、育
苗
管
理

本
葉
が
２
～
３
枚
に
な
っ
た
ら
仮
植

し
ま
し
ょ
う
。
連
結
ポ
ッ
ト
は
土
を
詰

め
、
十
分
に
灌
水
を
し
た
後
、
ビ
ニ
ー
ル

等
を
被
せ
地
温
を
高
め
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
仮
植
後
の
管
理
は
朝
十
分
に
灌
水

し
、
夕
方
乾
く
く
ら
い
の
水
管
理
と
し

て
、
苗
が
徒
長
し
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

本
葉
４
～
５
枚
で
定
植
と
な
り
ま
す
。

２
、３
日
前
か
ら
苗
を
外
気
に
な
ら
し
ま

し
ょ
う
。
早
い
定
植
の
方
や
、
遅
霜
の

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
、
深
植
え
や

②
穿
孔
細
菌
病
の
春
型
枝
病
斑
の
せ
ん
除

③
穿
孔
細
菌
病
等
の
適
期
防
除
ぶ
ど
う

ぶ
ど
う

①
種
枝
の
棚
付
け

②
巻
き
ひ
げ
等
の
除
去
と
適
期
防
除

プ
ル
ー
ン

①
訪
花
昆
虫
、ス
モ
モ
等
の
人
工
受
粉
の

準
備
と
実
施

②
灰
星
病
等
の
適
期
防
除

そ
の
他

①
開
花
期
は
凍
霜
害
の
被
害
を
受
け
や

す
く
な
り
ま
す
の
で
、防
霜
フ
ァ
ン

使
用
圃
場
で
は
、生
育
に
合
わ
せ
て

防
霜
フ
ァ
ン
を
稼
働
し
て
下
さ
い
。

②
近
年
、春
は
乾
燥
と
気
温
の
上
昇
に

よ
り
発
芽
の
バ
ラ
ツ
キ
や
結
実
不

良
と
な
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
の

で
、定
期
的
に
か
ん
水
を
実
施
し
土

壌
が
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

下
さ
い
。ま
た
、乾
燥
時
に
か
ん
水

を
行
い
土
壌
の
湿
度
を
高
め
て
お
く

事
が
凍
霜
害
軽
減
に
繋
が
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、各
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
果

樹
指
導
員
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

パ
オ
パ
オ
な
ど
の
被
覆
資
材
を
利
用
し
、

霜
対
策
を
実
施
し
て
下
さ
い
。

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
播
種

主
な
出
荷
用
品
種
は
、「
ゴ
ー
ル
ド

ラ
ッ
シ
ュ
」「
ラ
ン
チ
ャ
ー
」な
ど
で
す
。

大
面
積
を
栽
培
さ
れ
る
方
は
播
種
時
期

を
ず
ら
し
、収
穫
労
力
に
合
わ
せ
３
～
４

日
で
収
穫
で
き
る
面
積
を
１
回
の
播
種

面
積
と
し
て
、
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

播
種
時
の
注
意
事
項

４
月
下
旬
～
７
月
中
旬
ま
で
長
期
間

に
わ
た
り
播
種
が
可
能
で
す
。
発
芽
適

温
は
12
℃
～
18
℃(

最
高
30
℃
、
最
低

11
℃)

で
、
通
常
14
℃
が
望
ま
し
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

早
い
時
期
の
播
種
は
ト
マ
ト
と
同
じ

よ
う
に
地
温
の
確
保
、
霜
対
策
を
心
が

け
て
下
さ
い
。
発
芽
不
良
の
原
因
と
し

て
は
、
地
温
・
土
壌
水
分
・
覆
土
の
厚
み
・

虫
害
の
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
地
域
・
地
区

営
農
セ
ン
タ
ー
担
当
指
導
員
へ
お
願
い

し
ま
す
。

（
梓
川
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
課
長
代
理　

榑
沼
友
和
）

（
梓
川
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー　

唐
澤
　
久
智
）
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営農メモあづみ野豊穣

今
月
は
、
水
稲
作
に
お
け
る
重
要
な

月
と
な
り
ま
す
。
近
年
は
ハ
ウ
ス
内
の

高
温
に
よ
る
ム
レ
苗
の
発
生
等
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。「
苗
半
作
」と
言
う
く
ら
い

重
要
な
作
業
に
な
り
ま
す
の
で
、
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

　①
播
種
量

薄
播
き
を
心
が
け
、
ガ
ッ
チ
リ
し
た

苗
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

《
目
安
と
な
る
播
種
量
》

●
稚
苗
…
種
籾
１
ネ
ッ
ト
４
㎏
を
25

箱
に
播
く
（
乾
籾
で
苗
箱
１
枚
に

１
６
０
ｇ
）

●
中
苗
…
種
籾
１
ネ
ッ
ト
４
㎏
を
40

箱
に
播
く
（
乾
籾
で
苗
箱
１
枚
に

１
０
０
ｇ
）

●
ポ
ッ
ト
苗
…
種
籾
１
ネ
ッ
ト
４
㎏

を
１
０
０
箱
に
播
く
（
乾
籾
で
苗

箱
１
枚
に
40
ｇ
）

※
空
箱
等
を
利
用
し
、
機
械
の
播
種

量
を
調
整
し
て
か
ら
作
業
に
入
り

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
覆
土
が
厚
く
発
芽
が
不
揃

い
な
事
例
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
覆
土
も
し
っ
か
り
調
整
を
し

ま
し
ょ
う
。

②
箱
土
の
10
㌃
あ
た
り
の
必
要
量

　

目
安
（
ヰ
セ
キ
培
土
・
み
の
る
培
土
等
）

●
稚
苗
…
４
～
５
袋

●
中
苗
…
６
～
７
袋

●
み
の
る（
ポ
ッ
ト
）…
み
の
る
純
正

培
土
を
４
～
５
袋（
ポ
ッ
ト
タ
イ

プ
）

③
種
子
消
毒

●
テ
ク
リ
ー
ド
Ｃ
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
浸

種
前
に
２
０
０
倍
で
24
時
間
浸
漬

●
エ
コ
ホ
ー
プ
Ｄ
Ｊ
は
浸
種
前
に

２
０
０
倍
液
で
24
時
間
浸
漬
ま
た

は
催
芽
時
処
理
２
０
０
倍
液
24
時

間
浸
漬

※
エ
コ
ホ
ー
プ
Ｄ
Ｊ
は
催
芽
時
処
理
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、付
着
し
た
エ
コ

ホ
ー
プ
菌
が
増
殖
し
効
果
が
高
ま
り

ま
す
。

④
浸
種

●
浸
種
の
温
度
は
10
℃
～
13
℃
で
管

理
し
、
積
算
温
度
で
１
０
０
℃
を
目

安
に
十
分
浸
種
し
て
く
だ
さ
い
。

《
重
要
》

浸
種
の
温
度
が
15
℃
を
超
え
る
と
「
バ

カ
苗
病
」
の
発
生
を
助
長
し
ま
す
。

⑤
育
苗
管
理

●
温
度
管
理
は
全
般
的
に
高
温
に
な

ら
な
い
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
い

ず
れ
も
日
中
の
気
温
で
発
芽
期
は

28
～
30
℃
発
芽
～
１
葉
期
は
20
～

25
℃　

１
葉
期
以
降
は
20
℃
程
度

の
温
度
が
管
理
の
理
想
で
す
。

《
重
要
》

●
今
年
度
ハ
ウ
ス
の
天
井
ビ
ニ
ー
ル

を
新
し
く
張
り
替
え
た
場
合
、
ハ
ウ

ス
内
の
温
度
が
上
が
り
や
す
く
な

り
ま
す
。

ハ
ウ
ス
は
早
朝
に
開
け
る
管
理
を

し
ま
し
ょ
う
。

●
シ
ル
バ
ー
ラ
ブ
・
ハ
イ
マ
ッ
ト
等
の

被
覆
資
材
を
使
用
し
て
発
芽
さ
せ

る
場
合
、
被
覆
資
材
除
去
の
タ
イ

ミ
ン
グ
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
１
葉
展
開
前
の
低
温
は
苗

の
伸
び
を
悪
く
し
、
高
温
は
苗
を
徒

長
さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

●
太
陽
シ
ー
ト
を
使
用
す
る
場
合
、
天

候
に
よ
り
発
芽
期
間
に
影
響
が
あ

り
ま
す
。
天
候
不
順
に
よ
る
曇
天
が

続
き
被
覆
期
間
が
長
引
く
よ
う
な

場
合
は
、
一
度
被
覆
を
取
り
除
き
、

土
が
乾
か
な
い
程
度
に
床
土
の
温

度
を
上
げ
て
か
ら
、
再
度
被
覆
を
し

て
下
さ
い
。
ハ
ウ
ス
内
が
異
常
高
温

に
な
っ
た
場
合
は
太
陽
シ
ー
ト
を

使
用
し
て
い
る
場
合
で
も
、
ハ
ウ
ス

を
開
け
る
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
梓
川
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー　

二
村
　
充
暉
）
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Hot Report

有
明
出
張
所
は
、
電
話
で
お
金
詐
欺
（
特
殊
詐
欺
）
の

未
然
防
止
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
安
曇
野
警
察
署
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
２
年
連
続
。

同
署
で
贈
呈
式
が
開
か
れ
、
櫻
井
志
郎
署
長
が
栗
原
裕

出
張
所
長
に
感
謝
状
を
手
渡
し
「
日
頃
か
ら
特
殊
詐
欺
被

害
の
未
然
防
止
活
動
の
重
要
性
を
認
識
し
、
適
切
な
窓

口
対
応
に
よ
り
被
害
防
止
に
つ
な
が
っ
た
」
と
讃
え
ま
し

た
。

栗
原
出
張
所
長
は
「
組
合
員
な
ら
び
に
利
用
者
か
ら
な
ん
で
も
相

談
い
た
だ
け
る
場
所
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。（
取
材
日

2
月
28
日
）

当
Ｊ
Ａ
管
内
で
水
稲
の
種
も
み
の
販
売
が
始
ま
り
ま

し
た
。
種
も
み
の
種
子
全
量
更
新
は
「
Ｊ
Ａ
長
野
県
安
心

基
準
米
」
の
必
須
条
件
。
Ｊ
Ａ
全
体
で
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

や
「
ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
」
な
ど
を
中
心
に
、
約
90
㌧
配

布
し
ま
し
た
。

配
布
日
に
は
育
苗
か
ら
手
が
け
る
農
家
が
注
文
し
た

種
も
み
を
受
け
取
り
に
各
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ

ま
し
た
。
穂
高
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

10
．
２
㌧
や
酒
造
好
適
米
「
美
山
錦
」
２
．
14
㌧
な
ど
を

農
家
に
配
布
。
Ｊ
Ａ
職
員
は
注
文
量
の
袋
を
農
家
の
車
の

荷
台
に
積
み
込
み
ま
し
た
。

松
本
市
梓
川
倭
地
区
の
組
合
員
山
田
修
三
さ
ん
は
、
同

市
の
倭
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
ひ
な
人
形
七
段
飾
り
を

寄
贈
し
ま
し
た
。

42
年
前
に
購
入
し
た
物
で
、
男
雛
・
女
雛
・
三
人
官
女

な
ど
計
15
体
の
人
形
や
道
具
で
構
成
。
４
月
初
旬
ま
で
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
飾
り
ま
し
た
。

山
田
昌
子
さ
ん
は
「
押
入
れ
に
し
ま
っ
て
い
た
の
で
寄

贈
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
目
で
春
を
先
取
り
し
、
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
が
華
や
か
に
な
れ
ば
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
も
３
月
上
旬
頃
か
ら
１
ヶ
月
ほ
ど
同
セ
ン
タ
ー
に
飾
る

予
定
で
す
。

営
農
経
済
事
業
部
販
売
開
発
課
は
、
安
曇
野
市
豊
科
の

大
型
農
産
物
直
売
所
「
安
曇
野
ス
イ
ス
村
ハ
イ
ジ
の
里
」

の
食
育
ル
ー
ム
で
、
第
１
回
あ
づ
み
の
キ
ッ
チ
ン
「
本

格
！！
中
華
料
理
教
室
」
を
開
き
、
組
合
員
ら
約
20
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

人
気
中
華
料
理
店
「
四
川
乃
華
」
を
運
営
す
る
（
株
）

シ
セ
ン
代
表
取
締
役
の
山
本
経
一
さ
ん
を
講
師
に
、「
餃

子
」
や
「
エ
ビ
チ
リ
」
の
ほ
か
「
回
鍋
肉
」
の
計
３
品
を

作
り
ま
し
た
。

次
回
は
４
月
20
日
（
土
）「
お
う
ち
ご
は
ん
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
Ｐ
2
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
も
も
部
会
は
、
小
倉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
第
39
回
通
常
総
会
と
令
和
５
年
度
生
産
販
売
実
績
検

討
会
を
開
き
ま
し
た
。
部
会
員
や
市
場
関
係
者
、
Ｊ
Ａ
職

員
ら
約
20
人
が
出
席
。
令
和
５
年
度
事
業
報
告
や
令
和
６

年
度
事
業
計
画
、
役
員
改
選
な
ど
４
つ
の
議
案
を
審
議

し
、
承
認
し
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
部
会
長
に
百
瀬
洋
平
さ
ん
、
副
部
長

に
大
倉
美
智
子
さ
ん
を
そ
れ
ぞ
れ
再
任
し
ま
し
た
。

百
瀬
部
会
長
は
「
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
、
市
場
関
係
者
が
い

い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
力
を
出
し
合
え
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
青
壮
年
部
は
、
安
曇
野
市
で
第
59
回
通
常

総
会
を
開
き
、
各
支
部
代
議
員
や
盟
友
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら

約
30
人
が
出
席
。
令
和
５
年
度
活
動
報
告
や
令
和
６
年
度

活
動
計
画
、
役
員
改
選
な
ど
４
つ
の
議
案
を
審
議
、
承
認

し
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
帯
刀
洋
亮
さ
ん
（
小
倉
支
部
）
を
部

長
に
選
任
し
、
副
部
長
に
は
大
倉
健
太
郎
さ
ん
（
小
倉
支

部
）
と
百
瀬
謙
斗
さ
ん
（
温
支
部
）
を
選
び
ま
し
た
。

帯
刀
部
長
は
「
青
壮
年
部
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
、
農
業
で
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。

特
殊
詐
欺
防
止
で
警
察
か
ら
感
謝
状
　
地
域
の
拠
り
所

種
も
み
販
売
ス
タ
ー
ト
　
講
習
会
で
育
苗
ポ
イ
ン
ト
確
認
　

組
合
員
が
ひ
な
人
形
寄
贈
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
華
や
か
に

「
あ
づ
み
の
キ
ッ
チ
ン
」始
ま
る
　
初
回
は
お
う
ち
で
簡
単「
中
華
料
理
教
室
」

第
39
回
通
常
総
会
開
催
　
も
も
部
会
長
に
百
瀬
洋
平
さ
ん
再
任

新
部
長
に
帯
刀
洋
亮
さ
ん（
小
倉
支
部
）　
第
59
回
通
常
総
会
開
催

2月
28日

3月
12日

2月
28日

3月
13日

3月
5日

3月
14日

▲意気込みを述べる百瀬部会長㊨ ▲飾り付けするＪＡ職員

▲調理のコツを伝える山本さん（中央）と参加者ら

▲感謝状を受け取る栗原出張所長㊨

▲注文量の種もみを運ぶＪＡ職員▲抱負を述べる帯刀新部長（中央）
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Hot Report 注目・期待！！ あづみトピックス

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
も
も
部
会
は
、
安
曇
野
市
三
郷
の
圃
場
で

も
も
摘
蕾
指
導
会
を
開
き
ま
し
た
。
部
会
員
や
Ｊ
Ａ
職
員

約
10
人
が
参
加
、
三
郷
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
の
増
田
耕
平

営
農
指
導
員
を
講
師
に
摘
蕾
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を

再
確
認
し
ま
し
た
。

摘
蕾
作
業
は
、
不
必
要
な
蕾
を
取
り
除
き
、
残
し
た
蕾

に
養
分
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
果
実
肥
大
の
促
進
や
品

質
の
向
上
の
ほ
か
、
結
実
後
の
摘
果
労
力
軽
減
を
図
り
ま

す
。百

瀬
洋
平
部
会
長
は
「
Ｊ
Ａ
の
指
導
を
聞
い
て
、
高
品

質
な
桃
を
取
っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
ぶ
ど
う
部
会
は
、
安
曇
野
市
三
郷
で
第
39

回
通
常
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
部
会
員
や
Ｊ
Ａ
役
職
員
、

市
場
関
係
者
ら
約
30
人
が
参
加
。
令
和
５
年
度
事
業
報
告

や
令
和
６
年
度
事
業
計
画
、
役
員
の
選
任
な
ど
４
つ
の
議

案
を
承
認
し
た
ほ
か
、
令
和
５
年
度
生
産
販
売
実
績
検
討

会
も
行
い
ま
し
た
。

役
員
の
選
任
で
は
、
部
会
長
に
石
曽
根
光
徳
さ
ん
を
、

副
部
会
長
に
は
齋
藤
り
か
さ
ん
を
選
び
ま
し
た
。

石
曽
根
部
会
長
は
「
部
会
員
が
一
枚
岩
と
な
り
、糖
度
が
高

く
、粒
が
揃
っ
た
良
質
な
ブ
ド
ウ
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
女
性
部
西
穂
高
支
部
「
牧
大
根
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
＝
降
籏
房
子
代
表
）」
は
、
安
曇
野
市
の
西
穂
高

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
安
曇
野
産
野
菜
を
使
っ
た
福
神

漬
け
「
七
福
神
（
し
ち
ふ
く
じ
ん
）」
の
パ
ッ
ク
詰
め
作

業
を
３
年
ぶ
り
に
行
い
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
の
加
工
所

に
メ
ン
バ
ー
９
人
が
集
ま
り
、
真
空
パ
ッ
ク
に
詰
め
て
、

ラ
ベ
ル
を
貼
り
ま
し
た
。

１
袋
２
０
０
㌘
入
り
の
６
０
０
袋
（
＝
税
込
４
８
０

円
）
限
定
。
安
曇
野
ス
イ
ス
村
ハ
イ
ジ
の
里
や
フ
ァ
ミ
リ

ー
マ
ー
ト
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
烏
川
店
で
販
売
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
女
性
部
は
、
安
曇
野
市
で
第
59
回
通
常
総

会
を
開
き
ま
し
た
。
各
支
部
代
議
員
や
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
青
壮

年
部
長
、
女
性
理
事
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
約
70
人
が
参
加
。

令
和
５
年
度
活
動
報
告
や
令
和
６
年
度
活
動
計
画
、
役
員

改
選
な
ど
５
つ
の
議
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
部
長
に
矢
口
美
智
子
さ
ん（
三
田
支

部
）を
、副
部
長
に
は
山
﨑
よ
し
み
さ
ん（
南
穂
高
支
部
）

と
手
塚
富
喜
子
さ
ん
（
高
家
支
部
）
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し

ま
し
た
。

矢
口
部
長
は
「
部
員
の
み
な
さ
ん
と
協
力
し
、地
域
や
社
会

に
貢
献
で
き
る
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

梓
川
支
所
く
み
あ
い
員
課
は
、
松
本
市
梓
川
の
倭
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
春
休
み
特
別
企
画
「
親
子
で
簡
単
料
理

教
室
」
を
初
め
て
開
き
ま
し
た
。
春
休
み
の
思
い
出
づ
く

り
に
な
れ
ば
と
企
画
し
ま
し
た
。

７
家
族
15
人
が
参
加
。
同
課
の
那
須
野
郁
子
さ
ん
が
講

師
を
務
め
、
蒸
し
パ
ン
と
ク
ッ
キ
ー
作
り
を
親
子
で
楽
し

み
ま
し
た
。

那
須
野
さ
ん
は
「
自
分
で
作
っ
て
食
べ
る
こ
と
が
成
功

体
験
と
し
て
価
値
が
で
る
と
思
う
。
今
後
も
企
画
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
梨
部
会
は
、
小
倉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

第
39
回
通
常
総
会
と
令
和
５
年
度
生
産
販
売
実
績
検
討
会

を
開
き
ま
し
た
。
部
会
員
や
Ｊ
Ａ
役
職
員
、市
場
関
係
者
、

ら
約
30
人
が
出
席
し
、
令
和
５
年
度
事
業
報
告
や
令
和
６

年
度
事
業
計
画
、
役
員
の
選
任
な
ど
４
つ
の
議
案
を
承
認

し
ま
し
た
。
役
員
改
選
で
は
、部
会
長
に
上
條
恭
正
さ
ん
、

副
部
会
長
に
塚
田
豊
久
さ
ん
を
そ
れ
ぞ
れ
再
任
。

上
條
部
会
長
は
「
厳
し
い
気
象
状
況
下
だ
が
、
部
会
員

の
力
を
結
集
し
、
良
質
な
梨
を
生
産
し
て
い
こ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

桃
大
玉
、良
食
味
め
ざ
す
　
摘
蕾
指
導
会
開
催

部
会
長
に
石
曽
根
光
徳
さ
ん
　
安
曇
野
産
ブ
ド
ウ
増
産
要
請

安
曇
野
産
野
菜
を
使
っ
た
福
神
漬
け「
七
福
神
」　
パ
ッ
ク
詰
め
作
業
進
む

新
部
長
に
矢
口
美
智
子
さ
ん（
三
田
支
部
）　
第
59
回
通
常
総
会
開
催

春
休
み
特
別
企
画
　
親
子
で
簡
単
料
理
教
室
開
催

部
会
長
に
上
條
恭
正
さ
ん
を
選
任
　
第
39
回
梨
部
会
通
常
総
会

3月
18日

3月
21日

3月
19日

3月
22日

3月
19日

3月
22日

▲商品をＰＲする部員ら

▲抱負を述べる矢口新部長㊧

▲作業のポイントを確認する参加者ら

▲意気込みを述べる石曽根部会長㊨▲挨拶を述べる上條部会長（中央）

▲親子で調理する参加者
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食と農の大切さを伝えますみんなのあした

冬の交流会　開園30周年に向け意見交わす
ふれあい農園

ＪＡあづみ青壮年部や女性部、農政協議会とコープながのは３月２日、安曇野市の安曇野スイス
村サンモリッツで「ふれあい農園冬の交流会」を開きました。４年ぶりの開催で、部員やコープな
がのの組合員家族ら約50人が参加。開園30周年を迎える令和６年度の活動について、ワークショッ
プで意見を交わしました。

参加者は、８グループに分かれてワークショップを行いました。開園 30 周年を迎える令和６年度はどんなイベントや作物を
栽培したいかなど要望を出し合いました。また、ラダーゲッターなどのニュースポーツで親睦を深めました。

参加者は「苦労して育てた作物は本当に美味しかった。来年度も参加し、小玉スイカを栽培したい」と話し、「30 周年イベ
ントではキャンプファイヤーや豚の丸焼きをしたい」と述べました。

昼食では、グループ別に食事をし、食や農に関して日頃思っていることなどを気軽に話し合う意見交換会も行われました。
ふれあい農園は、平成６年に当ＪＡと同コープが生産

者と消費者が農作業を通じて交流を楽しみながら、食の
大切さを一緒に考えようと企画。交流会は夏と冬の年２
回で、夏はバーベキューを楽しみます。

当ＪＡが畑を提供し、令和５年５月から月２回（隔週土
曜日）農作業を始めました。青壮年部員や女性部員がコー
プ組合員家族と、同市の温泉を使って野沢菜を漬けたり
もしました。

JA あづみ
青壮年部

JA あづみ
女性部

▲ワークショップで意見を出し合う参加者 ▲昼食を楽しむ参加者

農業体験ができる「ふれあい農園」を開催いたします。
月2回（隔週土曜日）農作業をしながら、ミニトマトやジャガイモ、大根、白菜などの定番野菜を育てます。
お子さんと一緒に作業をすることで、農業を学べて、収穫の喜びを実感できます。夏は収穫した野菜を使
ってバーベキューを楽しみ、冬は来年度に作ってみたい野菜を話し合って交流を深めています。
地元農畜産物を食べたり、事業を利用していただくことで、農と緑を守り、安全・安心な暮らしができる
地域社会の実現を目指しています。是非「ふれあい農園」にご参加ください。

開催期間

定　　員

申込方法

申込期間

お問い合わせ先

参 加 費

令和6年5月11日（土） 
（隔週土曜日）
10 組
※先着順のため、定員になり次第締め切り
となります。定員になりましたらHPで告
知いたします。

3,000 円（年間）
メールでお申込み下さい。
※氏名・住所・電話番号・参加の家族構成（例：大人2名、
子供2名）をご記入の上、fureai@azm.nn-ja.or.jp ま
でお申し込み下さい。
申込者に、参加対象の有無をご通知します。

令和6年4月26日（金）まで
　 ＪＡあづみ総務課ふれあい農園係
　TEL：0263-72-2930（月～金	午前9時～午後5時）

▲収穫した野菜▲収穫した野菜

▲令和 5 年度参加者▲令和 5 年度参加者

▲夏の交流会▲夏の交流会

▲野菜苗植え▲野菜苗植え
メールでお申し込
みください。

おいしい野菜を作ってみませんか
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笑顔あふれる輝く毎日あしたへのあんしん

桃
の
節
句
に
吊
る
し
雛
を
作
り
ま

し
た
。毛
糸
で
ポ
ン
ポ
ン
玉
を
作
り
、

梅
の
花
の
モ
チ
ー
フ
な
ど
か
わ
い
い

パ
ー
ツ
を
選
び
素
敵
な
作
品
が
仕
上

が
り
ま
し
た
。
ひ
な
祭
り
の
歌
も
歌
い
、
桃
の
節
句

を
楽
し
み
ま
し
た
。

外
が
寒
く
て
外
出
は
気
が
引
け
る
の
で
、
室
内
で

楽
し
め
る
お
や
つ
作
り
レ
ク
を
行
い
ま
し
た
。
ク
レ

ー
プ
作
り
で
す
。
自
分
の
分
は
自
分
で
と
生
地
を
焼

き
、
フ
ル
ー
ツ
、
生
ク
リ
ー
ム
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て

食
べ
ま
し
た
。
お
菜
漬
け
も
利
用
者
さ
ん
に
切
っ
て

も
ら
い
、
美
味
し
く
煮
て
お
昼
ご
は
ん
や
お
や
つ
に

食
べ
て
い

ま
す
。
自

分
達
で
作

っ
て
食
べ

る
と
美
味

し
さ
も
増

し
ま
す
ね
。

３
月
は
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
時
間
を
活

用
し
て
新
し
い
壁
飾
り

作
り
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
今
回
は
、
春
の
訪
れ
を
題
材
に
、

フ
キ
ノ
ト
ウ
や
土
筆
・
菜
の
花
な
ど
を

そ
れ
ぞ
れ
作
っ
て
大
き
な
１
枚
の
紙
に

貼
り
ま
し
た
。
と
て
も
難
し
く
て
苦
労

し
ま
し
た
が
、
出
来
上
が
っ
た
と
き
は

「
す
ご
い
よ
ね
ー
」、「
よ
く
で
き
た
よ
ね
」

と
満
足
そ
う
に
感
想
を
言
っ
て
い
ま
し

た
。ま

た
、
松
本
大
学
の
学
生
さ
ん
を
職

場
研
修
に
迎
え
ま
し
た
。
過
去
に
体
験

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
顔
な
じ
み
の

利
用
者
さ
ん
も
い
て
慣
れ
た
様
子
で
利

用
者
さ
ん
と
一
緒
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
み
、「
久
し
ぶ
り
だ
ね
」、「
よ

く
来
て
く
れ
た
ね
」
な
ど
と
懐
か
し
ん

で
い
ま
し
た
。

3 月 12 日、安曇野市の南穂高ふれあい
センターで第 10 回生き活き塾を開講しま
した。有機農業の技（わざ）研究所の涌井義
郎さんを講師に「身近な資源を利用する有
機栽培」について学びました。

福祉相談会のお知らせ

NPO法人
あんしん

★賛助会員★正会員

★利用会員

サービス
提供 協力依頼

　経費支払い

利用依頼・利用料金
会費の納入

会費の納入
会費の納入

『日　時』　4月17日（水）　10時～12時
『場　所』　ＪＡあづみ南穂高ふれあいセンター
『内　容』　福祉の専門家（介護支援専門員・

介護福祉士）がわかりやすく相談に
応じます。※相談無料　予約優先

ご予約・問い合わせ先
　JAあづみ訪問介護事業所　0263-72-2148
　JAあづみ居宅介護支援事業所　0263-87-0380

くらしの助け合い活動あんしん
あんしんは会員が「困ったときはお互い

さま」の心で支え合う組織です。あんしん
は趣旨に、ご賛同いただいた正会員賛会員、
利用会員の皆様で構成されています。

住み慣れた地で老いても心身ともに元気
でお互いに助け合いながら暮らすことの出
来る「あんしんの里づくり」を目指してい
ます。次回は会員についてご紹介します。
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63

年金の専門家（社会保険労務士または年金相談員）
がわかりやすく相談に応じます。
夜間や週末も開催しております。お仕事帰りやお

休みの日にもお気軽にお越し下さい。

応募締切
4月17日㈬必着

① ゴルフプレーヤーがカードに記録します
③ 眠いときに出ます
⑤ アマではありません
⑥ お花見といえばこの花
⑦ テレビやエアコンの操作に使います
⑨ お酒は飲めません
⑪ みそ汁の具にしてもおいしい二枚貝
⑬ ストレスがたまるとこぼしたくなるこ

とも
⑮ ダブルプレーともいいます
⑰ 湯が冷めないよう——ポットに入れた
⑲ 当たりかな、外れかな
⑳ 山梨県の県庁所在地である市
� 馬に乗る人のこと

① 冬がウインターなら、春は
② 天ぷらやフライに付けられています
③ 煮物を作るときにすくうこともあります
④ 水中をふわふわと漂う生き物
⑥ 平面は 2 次元、 立体は
⑧ 桃太郎がきび団子を着けていた場所
⑩ 入学式で胸に着けるお母さんもいます
⑫ メジロやヒヨドリが吸うもの
⑭ 関東——、——裁判所
⑯ 漢字で書くと土筆。 春の山菜です
⑱ オンの反対語

応募総数 47 通
　当選者　安曇野市　　花村さん
　　　　　安曇野市　　中島さん
　　　　　松 本 市　　木下さん

A.3 月号の答え

二重マスの文字をA～Ｅの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

Q.

正解の中から抽選で３名
の方に、JA まごころ商品
券（1,000円分）をプレゼン
トします。

（毎月 20 日頃発送）

（1）ヤリイカは一口大に切り水洗
いしてから、水気を拭いてお
く。 芽キャベツは塩少々（分
量外）を入れた鍋で下ゆでし
ておく。トマトはへたを取り
一口大に切る。

（2）フライパンにオリーブ油とつ
ぶしたニンニク、トマト、 半
分に切った芽キャベツを入
れ、 3、4 分ほど弱火で炒め
香りを移す。

（3）（2）のフライパンに小ヤリ
イカと輪切りトウガラシを入
れ、強火でサッと炒め、白ワ
インを入れ、塩・こしょうで
味を調え出来上がり。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E
ウ シ オ ジ ル

材料（人分） 作り方

小ヤリイカと芽キャベツの
ガーリック炒め

（JA 広報通信より引用）

日　　時 場　所

 4月16日（火） 9：00～15：00 小倉ふれあい
センター

18日（木）17：00～19：00 堀金支所

20日（土）10：00～16：00
穂高支所

豊科支所

 5月15日（水） 9：00～15：00 有明出張所

16日（木）17：00～19：00 梓川支所

22日（水） 9：00～15：00 高家ふれあい
センター

小ヤリイカ  2 杯
（胴とゲソの部分を使う）
芽キャベツ  2 個
トマト  小 1 個
ニンニク  1 片
オリーブ油  大さじ 2
白ワイン  大さじ 1
輪切りトウガラシ  適宜
塩・こしょう  適宜
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編　集　後　記

気になることは多くても目標
を絞り込んで。一つに集中す
れば大きな成果を上げられま
す。人気運が上昇中 !

活発な動きのあるとき。状況
が二転三転することもありま
すが、おおむね良い方向に進
むので前向きに考えて

上昇運。友人との時間を楽し
めます。お花見など春ならで
はのプランを立てて。技術習
得のための勉強もお勧め

着実に前へと進んでいけると
き。計画を立てて動きましょ
う。気になっていたことの効
率アップも可能です

あれこれやろうとするとどれ
も中途半端になりがち。目標
を絞り込み集中して取り組み
ましょう。連絡は早めに

とてもパワフル。それだけに
あなた自身がトラブルメー
カーになってしまう危険もチ
ラリ。人の意見に耳を傾けて

面倒事の多い時期ですがうま
く解決していけます。諦めず
に取り組んで。下旬には協力
者が現れます

前半はやや厳しいものの上昇
運。部屋の中をすっきりきれい
に片付けると懸案事項も解決
へと向かいます

人気運に恵まれ注目度が上
がっています。周りの目を意
識しながら動きましょう。お
しゃれに時間をかけるのは◎

良い波に乗ってスムーズに進
みだします。下旬からストッ
プがかかるので、できるだけ
前倒しで進めておきましょう

あれこれ多忙なときですが上
昇運。めどの立たないことは
下旬に動きがある兆し。待っ
てみるのもいいでしょう

気持ちがせきそう。急ぎのも
のほど、ゆっくり丁寧にやる
よう心がけて。見落としを防
いで好結果に。　外食にツキ

スクラム 3月26日現在

〈3月29日開催〉
●令和 5 年度事業報告、貸借対照表、損益計算書、剰余金処分

案、注記表及び附属明細書の提供について　他

●直売所「安曇野スイス村ハイジの里」登録会員／ 720

理事会報告

　春本番を迎える 4 月は、学校や会社の年度初め。
進学や就職、転勤など新しい環境で生活をスター
トする方も多いかと思います。変化が大きいほど
不安や期待が高まりますね。人とのつながりを大
切に、変化を楽しみましょう。
　　　　　　　　　　　（Y・N）

大
好
き
な
春
が
す

ぐ
そ
こ
に
!!
野
菜
作
り

も
小
規
模
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
ス
マ
イ
ル
を
参
考

に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
ず
は

レ
タ
ス
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
か
ら
。

（
安
曇
野
市　

鷹
野
さ
ん
）

昨
年
は
海
外
旅
行
の
為
、お
米
を

作
ら
な
か
っ
た
の
で
、今
年
う
ま
く

で
き
る
か
多
少
心
配
で
す
が
孫
４

人
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
楽

し
ん
で
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
安
曇
野
市　

高
橋
さ
ん
）

ス
マ
イ
ル
の
〝
あ
し
た
へ
の
あ

ん
し
ん
〟を
い
つ
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。毎
回
季
節
の
行
事
や

手
作
り
作
品
な
ど
自
宅
で
は
や

ら
な
く
な
っ
た
伝
統
行
事
な
ど

が
継
承
さ
れ
て
嬉
し
い
で
す
。

（
安
曇
野
市　

胡
桃
澤
さ
ん
）

暖
を
取
り
な
が
ら
ス
マ
イ
ル
を

拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
が
楽

し
み
で
す
。

（
松
本
市　

齋
藤
さ
ん
）

暖
か
く
な
る
季
節
、
子
ど
も

た
ち
は
た
く
さ
ん
外
で
遊
び
た
い

け
れ
ど
、
息
子
は
毎
年
花
粉
症
に

悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
5
月
ご
ろ

ま
で
続
く
花
粉
症
。
外
で
過
ご
し

た
日
の
夜
は
眠
れ
な
い
ほ
ど
の
く

し
ゃ
み
や
鼻
水
に
苦
し
ん
で
い
ま

す
。
親
と
し
て
も
何
と
か
し
て
あ

げ
た
い
け
れ
ど
、
子
ど
も
は
あ
ま

り
強
い
薬
も
飲
め
ず
、
マ
ス
ク
や

掃
除
、
洗
濯
な
ど
身
の
回
り
の
こ

と
に
気
を
付
け
て
あ
げ
る
こ
と
し

か
で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
で
大

切
に
し
て
い
る
の
が
食
事
で
す
。

そ
も
そ
も
花
粉
症
と
は
、
本

来
な
ら
無
害
な
花
粉
に
体
が
反
応

し
て
し
ま
う
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
で

す
。
そ
の
原
因
に
は
免
疫
力
が
関

わ
っ
て
い
る
た
め
、
花
粉
の
時
期

は
免
疫
機
能
を
整
え
る
食
事
を
特

に
意
識
す
る
こ
と
で
、
症
状
を
抑

え
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
そ

の
免
疫
力
に
大
き
く
関
わ
る
の
が

腸
内
環
境
で
す
。
腸
内
の
環
境
を

整
え
る
に
は
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど

の
乳
酸
菌
が
お
薦
め
で
す
が
、
そ

の
乳
酸
菌
の
餌
と
な
る
水
溶
性
食

物
繊
維
が
多
く
含
ま
れ
る
プ
ル
ー

ン
や
キ
ウ
イ
、
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
や

グ
ラ
ノ
ー
ラ
を
一
緒
に
取
る
と
よ

り
効
果
的
で
す
。

他
に
も
抗
酸
化
作
用
の
あ
る
ポ

リ
フ
ェ
ー
ル
の
一
種
で
あ
る
タ
ン

ニ
ン
は
炎
症
を
抑
え
る
働
き
が
あ

る
の
で
、
喉
の
痛
み
鼻
水
を
抑
え

て
く
れ
る
と
期
待
で
き
ま
す
。
タ

ン
ニ
ン
が
多
く
含
ま
れ
る
レ
ン
コ

ン
は
食
物
繊
維
も
多
い
の
で
お
薦

め
で
す
。
他
に
も
青
魚
に
含
ま
れ

る
Ｄ
Ｈ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
も
ア
レ
ル
ギ

ー
を
抑
制
す
る
作
用
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
お
肉
よ
り
魚
中

心
の
献
立
に
し
て
み
る
の
も
良
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

主
な
飲
み
物
は
ル
イ
ボ
ス
テ
ィ

ー
に
し
て
い
ま
す
。
ル
イ
ボ
ス
テ

ィ
ー
に
は
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一

種
で
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
作
用
が
あ
る

と
さ
れ
る
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
が
多
く

含
ま
れ
、
か
つ
ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン

な
の
で
子
ど
も
の
飲
み
物
に
ぴ
っ

た
り
で
す
。
効
果
的
な
も
の
を
食

べ
る
だ
け
で
な
く
、
腸
に
負
担
の

か
か
る
脂
っ
こ
い
も
の
や
、
消
化

し
に
く
い
も
の
を
控
え
る
こ
と
も

大
切
で
す
。
本
来
な
ら
心
地
良
い

春
。
少
し
で
も
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
く
外
で
遊
び
回
れ
る
よ
う
、
食

事
か
ら
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

花
粉
症
対
策
は
食
事
か
ら
始
め
よ
う

食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
●
岡
村  

麻
純
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JAあづみは松本山雅F.C.を応援しています

JAあづみHP

あづみ農業協同組合 SNS で旬な情報を投稿しています

第45回第45回

さくら祭りさくら祭り
～創立60周年記念企画～～創立60周年記念企画～

と　き　と　き　令和6年令和6年4月4月1313日（土）9：00～16：00日（土）9：00～16：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1414日（日）9：00～15：00日（日）9：00～15：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※みどりの店／8：30～18：30※みどりの店／8：30～18：30

ところ　ところ　そ菜特産流通センター（中央野菜集出荷所）、総合事業基地構内そ菜特産流通センター（中央野菜集出荷所）、総合事業基地構内
　　　　　　　　JJAファームみどりの店、JAオートパル、ファミリーマートJAあづみ烏川店Aファームみどりの店、JAオートパル、ファミリーマートJAあづみ烏川店

※イベント期間中は、ＳＮＳ（Instagram・Twitter）や広報誌「Smile」作成等のため、写真撮影をさせていただきま※イベント期間中は、ＳＮＳ（Instagram・Twitter）や広報誌「Smile」作成等のため、写真撮影をさせていただきま
すのでご了承ください。すのでご了承ください。
期間中の緊急連絡先：そ菜特産流通センター　℡：0263-72-6091期間中の緊急連絡先：そ菜特産流通センター　℡：0263-72-6091

【イベント広場】そ菜特産流通センター（中央野菜集出荷所）東側【イベント広場】そ菜特産流通センター（中央野菜集出荷所）東側

◇イベント  
〇 JAあづみ女性部シャベラーズ26 スコップ三味線演奏 （13日／11：00～） 
○ 安曇野キッズダンス （14日／11：00～）     
○ 安曇野きのこ汁振る舞い （両日／11：30～ 数量限定）    
○ 安曇野産米「おにぎり」振る舞い （両日／11：30～ 数量限定）（松本大学松商短期大学生考案）
○ 楽しい家庭菜園教室（夏野菜の栽培管理） （両日／13：00～）

○ ＪＡ広島ゆたか「柑橘類 つめ放題」 （両日／整理券配布10：00～、13：30～）

○ 集めよう！ＪＡスタンプラリー（安曇野産きのこと交換）
　（両日／※きのこが無くなり次第終了）
○ ハイジの里直売所連携「うまいもの市」（加工品等の販売）（両日）    
○ ＪＡあづみ女性部「フードドライブコーナー」（両日）      
　 詳しくは、4 月12 日の新聞折り込みチラシをご確認下さい。
　※催し物は、天候等により変更または中止とさせていただく場合がございますので予めご了承下さい。

先着30名様にポット花苗をプレゼント！イベント広場テント前で12：30より
花苗交換券を配布致します。配布は、菜園教室終了後となります。

各回【先着50名様（中学生以上）】（ 1袋／500円）とさせていただきます。
整理券の配布は、イベント広場テント前で行います。つめ放題の開催は
①10:30～　②14:00～となります。

JA 営農指導員が野菜
作りのポイントを分か
りやすくご説明します。
お気軽のご参加下さい。

※柑橘類の種類指定はお受けでき
ません。また、柑橘の入荷状況に
よっては各回の人数が変更となる
場合がありますので予めご了承く
ださい。


